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たくさんの人から愛される
美味しいぶどうの栽培を目指す

Interview

　

私
が
矢
祭
町
で
就
農
し
た
の
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い

る
際
に
、
多
く
の
方
か
ら
耕
作
放
棄
地

の
増
加
や
生
産
者
の
不
足
な
ど
、
農
業

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
耳
に
す
る
こ

と
が
多
く
、
自
分
自
身
が
就
農
す
る
こ

と
で
、
第
２
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
矢
祭

町
の
風
景
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　

幸
い
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
農
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
は
、
就
農
し

て
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
生
産
物
と
向
き
合
う
楽
し
さ

難
し
さ
を
感
じ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

矢
祭
町
で
就
農
す
る
際
に
、
町
の
皆

さ
ん
の
楽
し
み
や
喜
ば
れ
る
存
在
と
な

る
も
の
を
目
指
し
、
ぶ
ど
う
栽
培
に
取

り
組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
現
在
は

少
し
ず
つ
収
穫
も
始
ま
っ
て
お
り
、
自

分
の
ぶ
ど
う
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い

た
方
の
感
想
「
美
味
し
か
っ
た
」
の
一

言
に
励
ま
さ
れ
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
道
半
ば
な
の
で
も
っ
と

美
味
し
い
ぶ
ど
う
を
目
指
し
て
、
町
の

皆
さ
ん
か
ら
よ
り
身
近
で
愛
さ
れ
る
存

在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦

新
規
就
農
者
と
し
て
の
道

【PROFILE】
させかずひろ。千葉県出身。令和２
年５月に矢祭町の地域おこし協力隊
に着任。令和４年３月に地域おこし
協力隊を卒業し、新規就農。現在は、
戸塚地区のハウスにて大粒のぶどう
を約５０アール栽培中。

　

農
業
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
で
は
、
い
か
に
し
て
農
業
の
担
い

手
を
育
成
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
導
入
さ
れ
た
様
々
な
支
援
制
度
を
利
用
し
、
矢
祭
町
で
生
産
・
販
売
し
て
い

こ
う
と
す
る
若
人
が
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
高
級
品
種
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
ぶ
ど
う
の
栽
培
を
と

お
し
て
、
矢
祭
町
を
全
国
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
若
人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

【特集】

認定新規就農者

佐瀬和宏

第
２
の
ふ
る
さ
と
の

風
景
を
守
り
た
い

　

私
自
身
、
農
業
経
営
を
始
め
る
に
あ

た
り
、
各
種
支
援
制
度
を
利
用
し
ま
し

た
。
農
業
を
始
め
る
際
に
は
、
初
期
投

資
等
の
費
用
が
ど
う
し
て
も
か
さ
み
ま

す
が
、
制
度
の
利
活
用
な
ど
自
分
自
身

の
経
験
を
含
め
、
今
後
就
農
す
る
方
の

農
業
の
担
い
手
を
増
や
す

手
伝
い
も
し
て
い
き
た
い

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
、
新
規
就
農
者
が
一

人
で
も
増
え
て
い
く
お
手
伝
い
も
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
、

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
た
い
方
の
相
談

に
乗
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
の
で
、
矢

祭
町
で
農
業
に
興
味
を
持
つ
方
が
増
え

て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

秋
の
風
物
詩
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
存
在
に
し
た
い

佐瀬さんの活動内
容等について詳し
く知りたい方は、
下 記 QR コ ー ド（
インスタグラム）か
らご覧いただけま
す。

佐瀬さんが栽培する果樹の一部をご紹介します

■シャインマスカット

香りが強く、皮も薄く食味も良
好な非常においしい人気のある
ぶどうです。ぶどうと言えば
シャインマスカットと呼ばれる
ほどに認知されています。

■マスカットノワール

シャインマスカットを親に持
つぶどうです。黒系では珍し
くマスカットの香りをもち、
皮ごと食べられるこれから期
待の品種です。

■ゴールドフィンガー

指のような形が特徴的で、粒
が外れすいため、一般に市場
に出回ることは少ないです
が、糖度が非常に高いぶどう
です。

■あづましずく

福島県が開発した早生品種
で、お盆の時期に収穫できる
ほど仕上がりが早く、巨峰よ
りもさっぱりとしていて食べ
やすいぶどうです。

23



青
年
等
就
農
計
画
制
度
と
は
、
将
来

に
お
い
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
の
担
い
手
に
発
展
す
る
よ
う
な
青

年
等
の
就
農
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た

に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
青
年
等

が
作
成
し
た
「
青
年
等
就
農
計
画
」
を

市
町
村
が
認
定
す
る
制
度
の
こ
と
で
平

成
26
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
成
し
た
青
年
等
就
農
計
画

が
認
定
さ
れ
た
農
業
者
の
こ
と
を
「
認

定
新
規
就
農
者
」
と
い
い
ま
す
。
認
定

新
規
就
農
者
に
な
る
こ
と
で
左
記
の
よ

う
な
施
策
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
に

は
、
就
農
前
の
研
修
段
階
及
び
経
営

の
就
農
初
期
段
階
の
就
農
者
に
対
し

て
給
付
金
を
給
付
す
る
制
度
が
あ

り
、
就
農
予
定
時
の
年
齢
が
49
歳
未

満
で
あ
る
就
農
予
定
者
の
農
業
大
学

校
や
先
進
農
家
等
で
の
就
農
前
研
修

を
支
援
す
る
就
農
準
備
資
金
と
49

歳
未
満
の
新
規
就
農
者
が
就
農
直
後

か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
を

支
援
す
る
経
営
開
始
資
金
が
あ
り
ま

す
。

　

給
付
を
受
け
る
に
は
、
都
道
府
県

等
や
市
町
村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

・青年等就農資金（無利子融資）

・新規就農者育成総合対策（経営開始資金）

・担い手確保・経営強化支援事業、　　　　　   

   経営体育成支援事業（融資主体型）

・経営所得安定対策（ゲタ・ナラシ対策）

・認定新規就農者への農地集積の促進

・農業者年金保険料の国庫補助（青色申告者に限る）

認定新規就農者が利用できる施策

新たな挑戦
新規就農者としての道

新たに就農を考えている方へ

【
特
集
】

●
福
島
県
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
新
規
就
農
者

に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、

令
和
５
年
度
（
対
象
期

間
▼
令
和
４
年
５
月
２

日
か
ら
令
和
５
年
５
月

１
日
）
の
新
規
就
農
者

数
は
３
６
７
人
（
対
前

年
度
比
33
人
増
）
で
、

令
和
４
年
度
調
査
か
ら

２
年
連
続
で
３
０
０
人

を
超
え
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度

の
新
規
就
農
者
数
は
、

平
成
11
年
度
以
降
過
去

最
多
の
人
数
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
年
齢
別
に
見
る

と
45
歳
未
満
は
２
９
３

人
（
対
前
年
度
比
36
人

増
）
で
、
全
体
の
約
８

割
を
占
め
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

県
・
町
に
お
け
る
新
規
就
農
者
の
現
状

戦
道

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 対前年度比

新規就農者数 211 219 212 204 233 334 367 33

表１　県内新規就農者数推移

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 対前年度比

45 歳未満 190 199 173 166 187 257 293 36

45 歳以上 21 20 39 38 46 63 74 11

表２　年齢別県内新規就農者数推移

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 対前年度比

男性 157 162 166 141 172 234 253 19

女性 54 57 46 63 61 88 114 26

女性の割合（％） 26 26 22 31 26 27 31 4

表３　男女別県内新規就農者数推移

●
調
査
に
よ
る
と
女
性

の
新
規
就
農
者
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
令
和

５
年
度
に
は
１
１
４
人

（
対
前
年
度
比
26
人
増
）

で
、
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
男
性
の
新
規

就
農
者
数
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
令
和
５
年
度

に
は
２
５
３
人
（
対
前

年
度
比
19
人
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

男
女
の
構
成
比
に
つ

い
て
は
、
男
性
が
69
％
、

女
性
が
31
％
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

【就農準備資金】

　対象者▶研修期間中の研修生（就農時４９歳以下）

　支援額▶１２．５万円／月（１５０万円／年）

　　　　　×最長２年間

【経営開始資金】

　対象者▶認定新規就農者（就農時４９歳以下）

　支援額▶１２．５万円／月（１５０万円／年）

　　　　　×最長３年間

Check1
青年等就農計画制度

Check2
新規就農者育成総合対策

45

●
町
に
お
い
て
も
平
成

29
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
に
２
名
が
新
規

就
農
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
７
年
度
に
つ
い
て
は

３
名
の
方
が
新
た
に
就

農
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
町
農
業
の
担

い
手
と
し
て
経
済
的
な

支
援
や
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

新規就農者支援制度の一部を紹介
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Health 
information
健康情報

自
殺
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
団
体
等
が
連
携
し
て
「
い
の
ち
支
え
る
自

殺
対
策
」
と
い
う
理
念
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
啓
発

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
月
１
回
心
の
健

康
相
談
会
及
び
家
族
の
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
事
前
予
約
制
）。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
大
切
な
方
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
運
用
し
て
い
る
下
記
の
公
式

S
N
S
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
４
６
‐

　

４
５
８
１

　

結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
、
主
に
肺
に
炎
症
を

起
こ
す
病
気
で
、
発
病
し
重
症
化
す
る
と
、
咳
や

く
し
ゃ
み
の
し
ぶ
き
に
結
核
菌
が
含
ま
れ
、
知
ら

な
い
う
ち
に
周
り
の
方
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
福
島
県
内
で
は
令
和
４
年
に
82

名
の
方
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し
、
う
ち
７
割
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

咳
や
痰
、
微
熱
、
体
の
だ
る
さ
が
２
週
間
以
上

続
い
て
い
る
、
急
に
体
重
が
減
っ
た
、
近
頃
寝
汗

を
か
い
て
い
る
等
の
症
状
が
あ
っ
た
と
き
は
、
結

核
を
疑
い
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
65
歳
以
上
の
方
は
、
症
状
が
な
く
て
も
年

に
１
回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
健
診
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
精
密
検

査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

自殺予防週間
（毎年９月１０日～１６日）

結核予防週間
（毎年９月２４日～３０日）

厚生労働省が運用する公式 SNS
•厚生労働省公式X（旧Twitter）（＠MHLWitter）  
• 厚生労働省公式 Facebook（＠mhlw.japan） 
• 厚生労働省動画チャンネル（YouTube） 

がん征圧月間
（毎年９月１日～３０日）

がんを防ぐための新１２か条
（国立がん研究センターがん予防・検診研究センター）

　

毎
年
９
月
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
対
が
ん

協
会
が
定
め
た
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
。
が

ん
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
や
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を
広
め
る
活
動

が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
加
齢
に
伴
い
罹
患
す
る
確
率
が
高
く

な
り
ま
す
。
日
本
で
は
２
人
に
１
人
が
が
ん
を

発
症
し
、
１
年
間
で
約
３
割
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
身

近
な
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
・
生
活
環
境
な
ど
の
違

い
に
よ
り
そ
の
確
率
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
家
族
や
大
切
な
人
と
一
緒
に
が

ん
に
つ
い
て
考
え
、
生
活
習
慣
や
生
活
環
境
の

改
善
に
務
め
ま
し
ょ
う
。

①たばこは吸わない
②他人のたばこの煙を避ける
③お酒はほどほどに
④バランスのとれた食生活を
⑤塩辛い食品は控えめに
⑥野菜や果物は不足にならないように
⑦適度に運動
⑧適切な体重維持
⑨ウイルスや細菌の感染予防と治療
⑩定期的ながん検診を
⑪身体の異常に気がついたら、すぐ
　に受診を
⑫正しいがん情報でがんを知ること
　から

健康増進普及月間
（毎年９月１日～３０日）

　

９
月
１
日
か
ら
30
日
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で

す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
自
分
の
身
体
を
「
知
る
」、

そ
し
て
自
分
の
身
体
の
た
め
に
「
行
動
」
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
分
の
身
体
を
「
知
る
」】

●
健(

検)

診
を
受
け
よ
う
（
９
月
17
日
（
火
）

　
　

８
時
〜
11
時
）

　
　

す
で
に
予
約
票
が
お
手
元
に
あ
る
方
は
、
そ
の

　
　

時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
８
月
の
健
診
で
受

　
　

診
で
き
な
か
っ
た
方
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

※
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　

女
性
の
乳
が
ん
検
診
、子
宮
頸
が
ん
検
診
、

　
　
　

骨
粗
鬆
症
検
診
も
同
日
実
施
し
ま
す
の

　
　
　

で
、
受
診
希
望
の
方
は
申
込
く
だ
さ
い
。

●
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
を
測
定
し
よ
う
（
９
月
17

　
　

日
（
火
）
14
時
〜
17
時
）

　
　

筋
肉
量
及
び
体
脂
肪
量
を
測
定
し
、
自
分
の

　
　

Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
点
数
が
何
点
か
確
か
め
て
み

　
　

ま
し
ょ
う
。
筋
肉
量
に
自
信
の
あ
る
方
も
不

　
　

安
な
方
も
一
度
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
自
分
の
身
体
の
た
め
に
「
行
動
」】

●
日
々
の
記
録
を
つ
け
る 

 

　
　

・
家
庭
で
で
き
る
体
重
や
血
圧
測
定
を
記
録

　
　

・
ふ
く
し
ま
健
民
ア
プ
リ
で
記
録

　
　
　
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐

　

４
５
８
１

筋Ｉま安

【
自
分
の

●
日・・

【
問
い
合

町
民



Health 
information
健康情報

残
暑
も
乗
り
切
る

熱
中
症
予
防
対
策

　

９
月
で
も
最
高
気
温
が
30
度
を
超

え
る
真
夏
日
が
多
く
見
ら
れ
、
熱
中

症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
バ
テ
な
ど
体
が
疲
れ
て

い
る
場
合
に
も
、
熱
中
症
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

天
気
予
報
や
暑
さ
指
数
を
参
考

に
、
気
温
が
高
い
日
や
湿
度
が
高
い

日
は
、予
防
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
室
温
を
測
定
し
、
エ
ア
コ
ン
・

　
　

扇
風
機
で
温
度
を
こ
ま
め
に
調
節

●
体
を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い
服

　
　

装
で
、
外
出
時
は
日
傘
・
帽
子

　
　

を
着
用

●
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
、
喉
の

　
　

渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
水

　
　

分
・
塩
分
の
補
給
も
忘
れ
ず
に

【
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
推
進
課
☎
０
２
４
‐

　

５
２
１
‐
７
６
４
０

※
詳
し
く
は
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
（
熱
中
症
予
防
）
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

介護予防教室「わんあっぷ」開催のお知らせ

会場▶保健福祉センター大会議室／定員▶各回先着４０名（要予約）
開催時間▶１３時３０分～１５時（途中休憩あり）／持ち物▶飲み物、動きやすい服装、タオル
【参加申し込み・お問い合わせ】
保健福祉センター町民福祉課健康づくりグループ（担当▶生田目）☎４６-４５８１
※お申し込みは先着順となります。また、参加費は無料です。
※送迎が必要な方は、事前にご連絡をお願いします。

睡眠改善講座

【日程】
９月１３日（金）
【講師】
渡邉哲氏
（株式会社はなひろ理学療法士）
【内容】
①睡眠のメカニズムを知る
②良質な睡眠を取るために必要なこと
③ゆったりセルフエクササイズ

肩こり対策講座

【日程】
９月２７日（金）
【講師】
菊地健太氏
（株式会社はなひろ理学療法士）
【内容】
①あなたの肩こりの原因って？
②肩、上半身の効果的な動かし方
③セルフチェック＆エクササイズ

89

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
が
10
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。対
象
と
な
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
接
種
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

矢
祭
町
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
方
、
60
歳
か

　

ら
65
歳
未
満
で
心
臓
、
じ

　

ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障

　

害
の
あ
る
方
、
人
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
障
害
が
あ
る
方

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

　

相
当
の
方
）

【
助
成
期
間
】

　

令
和
６
年
10
月
１
日
〜
令

　

和
７
年
３
月
31
日

【
町
助
成
額
】

　

１
回
あ
た
り
３
，
５
０
０

　

円
【
自
己
負
担
額
】

　

接
種
料
金
か
ら
町
助
成
額

　
（
３
，
５
０
０
円
）
を
引

　

い
た
額

【
実
施
医
療
機
関
】

　

福
島
県
内
の
医
療
機
関
及

　

び
茨
城
県
の
一
部
医
療
機

　

関
（
必
ず
事
前
に
予
約
を

　

し
て
く
だ
さ
い
）

※
右
記
以
外
の
医
療
機
関

　
　

で
接
種
し
た
場
合
、
後

　
　

日
手
続
き
が
必
要
で

　
　

す
。

【
そ
の
他
】

　

詳
細
に
つ
い
て
は
10
月
号

　

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り

　

グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

８
１

10
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す

敬
老
会
を

開
催
し
ま
す

　

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝
福
す

る
と
と
も
に
、
感
謝
と
敬
老
の
意
を

表
す
る
「
令
和
６
年
度
敬
老
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

　

９
月
16
日
（
月
）
午
前
10
時
開
始

【
場
所
】

　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
２
階
多
目
的
ホ
ー

　

ル
【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー

　

プ
☎
４
６
‐
４
５
８
１

▶ユーパル矢祭にて開催された令和５年度敬老会

０額引

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
『
み
つ
ば
ち
』

を
実
施
し
ま
す

　

９
月
は
認
知
症
月
間
、
ま

た
、
９
月
21
日
は
認
知
症
の

日
と
定
め
ら
れ
、
認
知
症
へ

の
正
し
い
理
解
が
進
む
こ
と

を
目
的
に
世
界
中
で
啓
発
活

動
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
月
間
に
あ
わ
せ
て

町
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

『
み
つ
ば
ち
』（
脳
若
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
座
体
験
）
を
実
施

し
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、

認
知
症
に
興
味
の
あ
る
人
な

ど
が
自
由
に
参
加
で
き
る
集

い
の
場
で
す
。
悩
み
事
の
相

談
・
情
報
交
換
・
介
護
負
担

感
の
軽
減
な
ど
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

せ
ん
か
？

日
時

　

９
月
18
日
（
水
）
13
時
30

　

分
〜
15
時

場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り
グ

　
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
８
１
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町
で
は
、
第
３
回
及
び
第
４
回
矢
祭

町
ブ
ラ
ン
ド
会
議
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島
県
の
原
子
力
災

害
に
起
因
す
る
風
評
の
払
拭
を
図
り
、

地
域
の
魅
力
を
継
続
的
に
発
信
す
る
こ

と
で
福
島
の
復
興
・
再
生
を
加
速
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
同
士
が
対
話

し
、
つ
な
が
り
、
一
緒
に
な
っ
て
矢
祭

町
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
矢
祭
ブ
ラ
ン

ド
を
作
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
も
秋
と
冬

の
２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
他
に
、
雑
誌

D
i
s
c
o
v
e
r
J
a
p
a
n
の
編

集
長
の
講
義
や
、
矢
祭
の
魅
力
の
発
信

の
仕
方
を
実
践
的
に
学
ぶ
場
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
第
１
回
ブ
ラ
ン

ド
会
議
で
は
、
町
内
生
産
者
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
福
島
大
学
生
、
元
役
場

職
員
な
ど
、
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ

12
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
と
お
し
て
町

の
自
然
や
特
産
品
な
ど
に
つ
い
て
積
極

的
に
意
見
を
交
わ
し
、
課
題
の
発
見
に
も

【第３回矢祭ブランド会議】
日時▶１１月１０日（日）１０時～１２時３０分
会場▶山村開発センター大集会室（変更する場合があります）
内容▶グループディスカッション／フィールドワーク体験

　矢祭ブランド会議では、本町の魅力などの情報発信をするため、
インスタグラムのアカウントを開設します。
　本アカウントでの投稿は『＃わっしょい矢祭』をつけたものとし
ており、町のイベント情報や有益な情報等をお伝えするだけでなく、
会議へ参加いただいた方にも町内で再発見した魅力を内外に向けて
発信していただき、日々更新していく予定です。
　また、ＳＮＳを活用した情報発信の仕方に加え、スマートフォン
を活用した実践的な技術を学ぶ場もご用意しています。
　なお、投稿は９月１日より順次行っておりますので、多くの方の
ご登録（フォロー）をお待ちしています。
※右記のQR コード（インスタグラム）からご登録（フォロー）い
　ただけます。

【アカウント名】
＠ yamatsuri_fukushima

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
回
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド

会
議
で
は
、
14
名
の
参
加
者
に

「
D
i
s
c
o
v
e
r
J
a
p
a
n
か

ら
見
た
福
島
・
矢
祭
町
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
町
で
今
後

挑
戦
し
て
い
き
た
い
企
画
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
の
様

子
は
雑
誌
・
w
e
b
メ
デ
ィ
ア
・

D
i
s
c
o
v
e
r
J
a
p
a
n
で

も
紹
介
し
、
日
本
全
国
に
向
け
て
矢
祭

町
の
新
し
い
動
き
を
発
信
し
ま
す
。
矢

祭
町
が
好
き
な
人
、
地
域
の
た
め
に
何

か
し
た
い
人
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が

あ
る
人
、
ど
ん
な
人
で
も
大
歓
迎
で
す
。

一
緒
に
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

※
昨
年
の
ブ
ラ
ン
ド
会
議

　

は
様
子
は
下
記
Q
R
か

　

ら
確
認
で
き
ま
す
。

■第３・４回矢祭ブランド会議

参加資格▶矢祭町民または矢祭町のまちづくりに興味が
　　　　　ある方
　　　　　※ぜひ２回ともご参加ください！！
参加費▶無料
定員▶３０名
申込締切▶１１月５日（火）
申込・問い合わせ▶事業課産業グループ☎４６-４５７６
　　　　　　　　　までご連絡ください。
※第３・４回矢祭ブランド会議の様子は、雑誌・Webに
　掲載されます。

【第４回矢祭ブランド会議】
日時▶１月１２日（日）１０時～１２時３０分
会場▶山村開発センター大集会室（変更する場合があります）
内容▶グループディスカッション／懇親会（任意参加）

　『Discover Japan』は日本の魅力を “再発見 ”する雑誌です。日本の魅力的な伝統工芸、食文化、風土な
ど日本人が忘れかけている豊かな文化の魅力を 時流に即した切り口で、現代人が楽しめるエンターテイメ
ントとして発信し続けています。 目指すのは、日本の再発見を通して、日本を元気にすること。 日本文化
が未来へ継続していくきっかけづくりをめざし、 本当に残すべき “上質なモノ・コト・ヒト ”だけを発見し、
本当に届けたい想いを見極め、 読者のみなさまへ分かりやすく、詳細に、お伝えしています。

媒体紹介インスタグラムのアカウントを開設します

矢祭ブランド会議
参加者大募集！！
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佐川町長全国訪問記

■国道３４９号建設促進期成同盟会定期総会
　７月２９日（月）、東京都（全国町村会館）
において開催された令和６年度国道３４９号建
設促進期成同盟会定期総会に佐川町長が出席
し、令和５年度の事業実績報告書並びに決算の
認定、令和６年度の事業計画、予算等について
審議しました。

■夏秋野菜トップセールス
　７月２３日（火）、東京都（豊洲市場）において
JA 東西しらかわが主催する夏秋野菜トップセール
スが開催され、佐川町長は各市町村長、関係機関、
JA 役職員とともに東西しらかわの農産物の魅力や
『みりょく満点』ブランドの特徴についての PR 等
を実施しました。

■全国水源の里連絡協議会『第１７期総会』

　７月１８日（木）、東京都（日本青年館ホテル）
において全国水源の里連絡協議会『第１７期総会』
が開催されました。総会では、佐川町長を含む
４８自治体６３人の参加者が令和５年度事業報告
及び決算報告、令和６年度事業計画及び予算案等
について協議しました。

　７月２３日（火）、東京都（墨田区役所）にお
いて佐川町長が墨田区長を表敬訪問し、１０月に
開催される第４９回すみだまつり物産展への矢祭
もったいない市場出店決定に対するお礼とともに
関係人口及び交流人口の拡大等に係る地域同士の
連携強化について意見交換を実施しました。

■墨田区長表敬訪問

佐川町長の公務の都合により不定期で掲載

13



1415

霊
園
位
置

　

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
小
田
川

　

字
中
山
57
‐
９

区
画
数

　

全
41
区
画
（
１
区
画
５
㎡
）

＊
現
在
14
区
画
が
販
売
可
能

永
代
使
用
料

　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
１
区

　
　

画
25
万
円
（
宅
地
分
譲
購
入
者
も
含

　
　

む
）

　

②
町
外
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
１
区

　
　

画
30
万
円

管
理
料

　

１
区
画
に
つ
き
、
年
額
２
，
５
０
０
円

　

で
、
納
入
は
５
年
分
（
１
２
，
５
０
０

　

円
）
を
前
納

管
理
料
の
使
途

　

霊
園
の
清
掃
、
環
境
の
整
備
及
び
維
持

　

管
理
に
要
す
る
費
用
と
し
て
使
用
す

　

る
。
た
だ
し
、
個
人
が
使
用
す
る
区
画

　

は
除
き
、
個
人
で
清
潔
に
保
っ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

資
格
要
件

　

①
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
所
を
有
し

　
　

て
い
る
者

　

②
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
購
入
し
た
者

　

③
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

④
矢
祭
町
に
本
籍
を
有
す
る
者

　

⑤
矢
祭
町
の
出
身
者
で
あ
る
者

　

⑥
そ
の
他
町
長
が
認
め
た
者

使
用
条
件

　

①
墳
墓
の
使
用
は
、
１
人
（
世
帯
）
に

　
　

つ
い
て
１
区
画

　

②
墓
碑
等
の
高
さ
は
縁
石
か
ら
2.5
ｍ
以

　
　

内

問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
４
６
‐
４
５
７
４

大
切
な
方
に
寄
り
添
え
る
場
所

「
中
山
霊
園
」
分
譲
中

９
月
20
日
〜
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

９
月
20
日
〜
26
日
は
動
物
愛
護

週
間
で
す
。
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
最
期
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
の
適
正
な
飼
育

　

●
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登

　
　

録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予

　
　

防
注
射
を
受
け
さ
せ
、
鑑
札

　
　

と
注
射
済
票
は
、
犬
の
首
輪

　
　

等
に
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ

　
　

い
。

　

●
飼
い
犬
を
迷
子
に
さ
せ
な

　
　

い
で
く
だ
さ
い
。
リ
ー
ド

　
　

や
首
輪
の
点
検
を
定
期
的

　
　

に
行
い
、
万
が
一
の
た
め

　
　

に
迷
子
札
も
つ
け
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

●
犬
の
散
歩
の
際
は
、
必
ず

　
　

リ
ー
ド
を
つ
け
、
フ
ン
は
持

　
　

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

●
日
常
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

　
　

め
、
正
し
い
し
つ
け
を
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

猫
の
適
正
な
飼
育

　

●
猫
は
室
内
飼
い
を
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
交
通
事
故
、
病
気
、

　
　

迷
子
、
近
隣
へ
の
フ
ン
尿
を

　
　

防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
災
害
時

　
　

に
同
行
避
難
が
で
き
る
よ
う

　
　

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
飼
い
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
時

　
　

の
た
め
に
迷
子
札
を
つ
け
て

　
　

く
だ
さ
い
。

　

●
野
良
猫
に
餌
を
与
え
た
結

　
　

果
、
不
幸
な
子
猫
が
生
ま

　
　

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

　
　

ま
す
。
野
良
猫
に
餌
を
与

　
　

え
て
い
る
方
は
、
そ
の
猫

　
　

の
管
理
者
（
飼
育
者
）
と

　
　

な
り
ま
す
。
猫
に
不
妊
去

　
　

勢
手
術
を
受
け
さ
せ
、
フ

　
　

ン
尿
の
後
始
末
は
管
理
者

　
　
（
飼
育
者
）が
責
任
を
持
っ

　
　

て
行
い
、
ま
わ
り
に
迷
惑

　
　

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル
ー

　

プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

行 政
NA V I

八
溝
山
周
辺
８
市
町
（
大

田
原
市
・
那
須
塩
原
市
・
那

須
町
・
那
珂
川
町
・
棚
倉
町
・

塙
町
・
矢
祭
町
・
大
子
町
）

の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
ド
ラ
イ

ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
ス
タ
ン
プ
を
集

め
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

と
、『
各
市
町
の
特
産
品
詰
め

合
わ
せ
』
や
『
温
泉
旅
館
宿

泊
券
』
な
ど
の
豪
華
賞
品
が

抽
選
で
当
た
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
期
日

　

８
月
28
日
（
水
）
〜
12
月
１

　

日
（
日
）

ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト

　

各
市
町
３
か
所
ず
つ
、
全
24

　

か
所
設
置

参
加
方
法

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
特
設
サ

　

イ
ト
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら

　

参
加
し
、
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ

　

て
、
位
置
情
報
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

　

を
利
用
し
て
ス
タ
ン
プ
を
獲

　

得
し
ま
す
。

賞
品

　

獲
得
し
た
ス
タ
ン
プ
数
（
３

　

個
・
６
個
・
12
個
）
に
応
じ

　

て
応
募
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自

立
圏
推
進
協
議
会
事
務
局

（
大
田
原
市
商
工
観
光
課
）

　

☎
０
２
８
７
‐
２
３
‐
３

　

１
４
５

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
詳
細
つ

　

き
ま
し
て
は
、
特
設
サ
イ
ト

　
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。
次
の
Q
R
コ
ー

　

ド
か
ら
ご
確
認

い
た
だ
け
ま

　

す
。

～婚活イベント情報～９月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

「はぴ福なび」無料撮影クーポンプレゼント

紹介状用写真（写真館での）が無料で撮影できます。
結婚したいあなたを福島県が応援します。
スマホでできる紹介型マッチングアプリ「はぴ福なび」
紹介型システム、会員限定イベントあり、EQアセスメン
トを推奨
【おすすめポイント】
・しっかりとした本人確認
・福島県が導入しているシステム
【問い合わせ】
ふくしま結婚・子育て応援センター（☎
０２４- ５４４- ００７０）または矢祭町
結婚支援室（☎４６-４８８４）またはQR
コードからお問い合わせください

～　え　に　し　～
（３９）

「おしゃべりカフェ」Open

「ハッピー＆スマイル研究会」
心理学セミナー＆手づくりランチ（毎回テーマが変わり
ます）
日時▶令和６年９月８日（日）午前１０時～

「おしゃべりカフェ」
談話・ジェルネイル・スキンケア無料体験・手相占いな
ど自由な時間が楽しめます
県内外からの参加者同士「はじめまして」で会話が弾み
ます
日時▶令和６年９月８日（日）午後１時～４時
場所▶いずれも「リフレッシュふるさとランド」
開催予定▶ 9/8（日）・10/2（水）・10/6（日）・11/13（水）・11/24（日）

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】

リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ yamatsuri.project.y@gmail.com
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」

「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。婚活を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。
登録料１０，０００円（２年間）、月
会費・紹介料などは無料です。
福島県内にお住いの方、近い将来福
島県に移住をお考えの方で誠実に結
婚を希望する２０歳以上の独身男女
が対象です。

結婚したいあなたを福島県が応援します

八
溝
山
周
辺
地
域
を
巡
る

ド
ラ
イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

▲はぴ福なび

か
所
設
置



⽮祭町地域おこし協⼒隊⽮祭町地域おこし協⼒隊は、町外のさまざまな地域から集まり、地域づくりに貢献して

います。

現在町内にいるのは 8 名。各メンバーは、JR ⽔郡線東館駅を中⼼としたコミュニティ

づくり、⽂化振興、地域⾷材を使った商品開発、読書の町づくり推進、スポーツ振興

など、多岐にわたるジャンルで活動中です。

町内で協⼒隊の活動をお⾒かけの際は、お気軽にお声がけください！

Volume.82

2024.9 Update

 花の蕾は愛らしく、今や盛りの蓮花は⼤モテで
す。“花をのみ待つらん⼈に⼭⾥の雪間の草の春を
⾒せばや” 藤原家隆千利休が教⽰したお茶の⼼は
良いですね。
 さてこの蓮の葉、裏が縄で結わえた荷物のよう
に⾒えるので、荷葉といいます。この裏の形はとも
かく、表がまるで器のよう形に⾒えませんか。ʻう
つわʼ はうつろなるもの（虚ろなるもの、空ろなる
もの）の意味があるといいます。虚⼼に万物を受
け取ることは、習うことにおいて⼤切です。虚⼼
坦懐、謙虚に倣うことが重要です。「華は愛惜に散
り、草は棄嫌に⽣う」と記す道元の現成公案には、
「仏道をならふといふは、⾃⼰をならふなり。⾃⼰
をならふといふは、⾃⼰をわするるなり。⾃⼰をわ
するるといふは、万法に証せらるるなり。」とあり
ます。私の初作陶展の時、師事した先⽣が⼿ずか
ら、柳宗悦・⼼偈（こころうた）「沙⾨法蔵捨テ⾝
ナル」の⼀幅を、会場正⾯に掲げてくださいました。
陶⼯・六之助の陶⽚⼀つをみても、このうつろなる
ものへの感性が⾒て取れます。

 読書の町づくり担当、地域おこし協⼒隊の畠⼭
です。８⽉はお盆のお休み中に気になっていた本
を読もう！と図書館で借りていましたが、気が付く
とお休みは終わってしまいました。皆さんは夏を
満喫されたでしょうか？私は８⽉３⽇に開催した夏
休みワークショップ企画、「気になる本のあの料
理のレシピを考えよう！」が印象深いです。調理
作業を伴う初のイベントであるため不安もありま
したが、ご参加くださった⽅ と々協⼒隊のメンバー
に助けられ、無事に料理を完成させることができ
ました。楽しくイベントを終えられて本当に良かっ
たです、ありがとうございました。
 ８⽉には協⼒隊の報告会もあり、改めて今まで
の活動を振り返り今後を考える良い機会になりま
した。最後に今⽉の活動として、毎⽉第⼆⽔曜⽇
の保健福祉センター内の図書室開館⽇企画、「図
書室交流⽇」のお知らせをいたします。今回は同
じ図書館協⼒隊の⼤⽻隊員がビブリオバトルを開
催してくれることになりました。気になる⽅は図書
館の Instagramもぜひご確認ください。

 こんにちは、読書の町づくりを担当している
眞野です。先⽇の料理再現イベント、ありがとう
ございました！あの後、私も個⼈的に作ってみま
した。お昼寝オムライス、おいしかったです。
 さてお盆の最中ではありましたが、8/14( ⽔ )
に保健センターで図書室宿題⽇がありました。
夏休みも終盤ということで、最後の追い込みを
兼ねて ｢ 誰か来ないかな〜｣と待っておりまし
た。午前中はまったりしつつ、｢午後に来るかも
ね！｣と励まされ数時間後……。前回も⾜を運
んでくれた⼀組の家族が来てくれました！息抜き
のUNOをもって、宿題だという絵を描いてくれ
ました。その後は⼀緒にUNO をしたり読み聞
かせをしたり、プチおはなしかいのようでとって
も楽しかったです！ぜひまた次回も来てください
〜！
 夏休みが明け、メディアセンターも再開します。
ぜひぜひ、本を借りに来てくださいね。読むだけ、
とか友達についていくだけ、とかでも⼤丈夫！そ
れをきっかけに⾊々な本を⾒つけてみましょう！

 こんにちは！藤⾕です！8⽉11⽇(⽇)に私たちヒ
ガシダテ待会室主催の『ひがしだてビアガーデン』を
東館駅前で開催しました！アルコール有りのイベントは
初めてでしたので、JRからの許可は得られるのか？出
店者は集まるのか？何処にどうPRして⾏くか？など課
題は尽きませんでしたが、以前にマルシェを開催した
経験のある近藤隊員に頼りながら⼀つ⼀つクリアして
⾏きました。"誰でも気軽に来て楽しめるビアガーデ
ン"がテーマでしたので、温かい雰囲気の会場にした
く看板や垂れ幕などはなるべく⼿作りしました。
 当⽇は⼼配だった台⾵の影響もほとんど無く、12
時オープンと同時に来場者が訪れて17時の終了時間
までずっと賑わっていました！真っ昼間から飲んで⾷べ
て笑って楽しむ⼤⼈たちの様⼦に"⼤⼈が楽しむイベ
ントがあっても良いじゃない！"と個⼈的に思いました。
 最後になりますが、来場者＆出店者の皆さま、そし
て協⼒してくれたスタッフの皆さん、本当にありがとう
ございました！次回は、10⽉5⽇(⼟ )に『ひがしだ
てマルシェ』を開催します！こちらも是⾮遊びに来て
ください！

眞野夏凜 Karin Mano

読書の町づくり担当

⻘森県むつ市出⾝。短⼤卒業後、地域お
こし協⼒隊に着任。読書、⾳楽を聴くの
が好き。最近はbacknumber ばっかり。

畠⼭⻘畝  Seiho Hatakeyama

読書の町づくり担当

東京都清瀬市出⾝。前職は絵本の製本
屋に勤務。⽢いものとコーヒーとお茶が
好きです。割とよく⾷べます。

川瀬孝之 Takayuki Kawase

⽂化財振興担当

静岡県浜松市出⾝。前職は書道⽤品
店経営。趣味は、⾳楽鑑賞とお茶な
ど。

藤⾕⿇莉 Mari Fujiya

地域の場づくり担当

福島県いわき市出⾝。前職はアパレル
関係。⾷べ歩き、登⼭、ピアノ、⽔泳
が趣味。
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川
柳　

山
野
井
金
沢
鶴
亀
会

新
茶
飲
む
今
日
は
読
書
の
日
と
決
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ノ

大
空
に
島
雲
出
て
き
て
不
思
議
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粂　

雄

江
ノ
島
や
修
学
旅
行
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
サ
子

風
青
き
視
界
に
ひ
と
り
田
草
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
美
子

紬
織
る
奄
美
の
夕
日
沈
む
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸　

男

島
国
で
海
の
幸
多
い
矢
祭
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友　

子

登 録 注 文 配 達

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
八
月
詠
草

老
友
を
偲
べ
ば
何ど
な
た方

も
天
使
な
り

声
上
げ
笑
う
人
達
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

寒
が
り
で
夏
で
も
重
ね
着
す
る
母
は

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
抱
え
永
久
の
眠
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

盆
道
の
草
刈
り
終
え
し
帰
り
道

風
に
ほ
の
か
な
青
草
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

連
日
の
暑
さ
に
負
け
ず
鉢
植
え
の

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
赤
い
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

く
っ
き
り
と
際
立
つ
眉
間
の
縦
じ
わ
に

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
の
苦
悩
を
見
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

合
歓
の
木
は
薄
紅
色
の
花
咲
か
せ

立
秋
の
庭
に
彩
り
添
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

INFORMATION●

PICK UP EVENT

9.8
SUNDAY

下石井文庫　追分文庫

2024.9.8 Sun. 10:00 - 11:00

9月出前おはなしかい

9.19
THURSDAY

もったいない図書館　特別書庫

2024.9.19 Thu. 10:00 - 12:00

大人のためのおはなしかい

Text & Design: 大羽未准 畠山青畝（地域おこし協力隊）

ビブリオバトル in 矢中
を開催しました！

Li

brary letter

8 月 24 日（土）矢祭もったいない図書館特別書庫
にて矢祭中生徒代表によるビブリオバトルを行いまし
た。２名がチャンプ本を目指して発表しました。堂々
と５分間好きな本について語る姿はとてもかっこよ
かったです。それぞれ選ぶ本や内容など個性に溢れ、
甲乙つけがたい発表でしたが、チャンプ本に選ばれ
たのは「昨日星を探した言い訳」（著 河野裕）でした！
次は県南地区大会に出場します。がんばりましょう！

１年で最も美しい月が見られる中秋の名月。
月のきれいな夜には、窓辺でゆっくり読書はいかが？

RECOMMEND

第１６回手づくり絵本コンクールの申し込み受付
は９月２０日 （金）までとなっております。毎年
様々な絵本がもったいない図書館に届いていま
す！夏休みの思い出や、こんなお話あったらい
いなの絵本など、奮ってご応募ください！

もったいない図書館　特別書庫

9.5
THURSDAY

あかちゃん／プレママ・プレパパ
おはなしかい　　　　　

2024.9.5 Thu. 10:00 - 12:00

2024

 
20うさぎが出てくる

本がおすすめ！

手づくり絵本コンクール
申し込みは9/20までです！

（翌火曜日休館）
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幸
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成果や計画を堂々と発表
▶地域おこし協力隊活動計画・報告発表会

　８月２２日（木）、ユーパル矢祭２階多目的ホー
ルにおいて地域おこし協力隊活動計画・報告発表会
が行われました。８名の地域おこし協力隊員が順に
登壇し、これまでの活動の成果や今後の活動計画を
発表しました。発表を聞いた方からは多くの声をか
けていただき、各隊員の励みになったようです。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　７月３１日（水）、市長在任中に矢祭町を訪れ
たことをきっかけに以前交流のあった大阪府高
石市の元市長、阪口伸六氏が来町し、役場町長
室を訪れました。阪口氏は、佐川町長と当時の
出来事などの話題をもとに活発な議論を交わし
ました。

　７月２２日（月）～３１日（水）、住民主体の活
動を進める「結いゆい隊」によるラジオ体操が町
内１８カ所で行われ、約２，５００人（延べ人数）
が参加しました。夏休み早朝に子どもから高齢者ま
で多くの方が参加し、地域のつながりを広めていこ
うと楽しく交流しました。

見守りや支えあいのある町を目指して
▶地域がつながるラジオ体操

元気いっぱいにつかみ取りを楽しむ
▶第４回あゆのつかみ取り

　７月２７日（土）、田川（アートポップマシコ前）
において矢祭町観光協会主催、久慈川第一漁業協同
組合、町共催のもとあゆのつかみ取りが開催されま
した。約１００名が参加し、輝く太陽の下、子ども
たちは暑さに負けず元気いっぱいにあゆのつかみ取
りを楽しんでいました。

　８月１９日（月）、山村開発センターにおいて令
和６年度矢祭町山村開発センター運営審議会が開催
されました。新たな委員に委嘱状が交付された後、
令和５年度の運営状況、施設利用状況、収入状況や
令和６年度における事業運営について協議されまし
た。

　８月９日（金）、役場駐車場内において道路清掃
奉仕作業出発式が行われました。道路清掃奉仕
作業は佐藤建設（株）、佐川建設（株）、緑川建設（株）、
（有）熊田組、（株）グリーンサービス福島、矢祭建
設（株）協力のもと安心・安全な道路環境づくりの
ため町内全域で実施されました。

新たな委員に委嘱状を交付
▶令和６年度矢祭町山村開発センター運営審議会

安心・安全な道路環境づくりを目指して
▶道路清掃奉仕作業出発式

大会に臨む４チームが士気を高める
▶令和６年度市町村対抗福島県大会合同結団式

　８月２９日（木）、役場第１会議室において令和
６年度市町村対抗福島県大会に出場する４チーム
の合同結団式が開催されました。式では、監督任
命書の交付を受けた各チームの監督から決意表明
が行われた後、代表選手より誓いの言葉が述べら
れました。

市長在任中の訪問をきっかけに
▶阪口伸六氏来町



2223

固定資産税▶３期
介護保険料▶４期
国民健康保険税▶４期
後期高齢者医療保険料▶２期
納期限（口座振替日）▶９月３０日（月）

水道使用料▶７～８月分
納期限▶９月３０日（月）
口座振替日▶９月２５日（水）

●今月の納税

9 月 9日は「救急の日」
　毎年 9月 9日は「救急の日」となっています。また、9月 3日から
9月 9日の 1週間は「救急医療週間」が実施されます。「救急の日」及
び「救急医療週間」は、町民の皆さんに救急医療に関心を持っていた
だき、正しい知識を身につけていただくことを目的としています。
救急出動の現状と救急車の適正利用にご協力ください。
　令和 5年中の救急出動件数は全国で年間約 763 万件、令和 4年から
約 40 万件増加しています。そのうち、搬送された人の 48.4% が軽症
で増加傾向です。救急車の台数にも限りがありますので、本当に救急
車が必要な人のために救急車の適正利用をお願いします。
　119 番通報の判断に迷う時は、救急安心センター事業（♯ 7119）を
ご利用ください。専門家より救急車を呼んだ方が
いいのか、すぐに病院に行った方がいいのかにつ
いてアドバイスを受けることができます。
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１
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生
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者
支
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付
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は
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公
的
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等
の
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入
や
そ

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

職
場
に
お
け
る
化
学
物
質

規
制
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

人　口 ５,２０２人（－   ６）
男 ２,５７５人（±   ０）
女 ２,６２７人（－   ６）
世　帯 ２,１１１世帯（＋   ２）

人の動き
８月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号では、戸塚地区で農業経営を始
めた佐瀬和宏さんを取材させていただき
ました。取材をとおして、佐瀬さんから
は町や就農に対する熱い想いを感じまし
た。
　今回の記事を読んで就農に興味をもっ
ていただけたら幸いです。また、佐瀬さ
んのような新規就農者が矢祭町で増えて
いくことを願っております。　　　　（悠）

●あとがき

●町内火災・救急件数
（令和6年1月1日～8月13日）

火災件数　 2 件
救急出動　  147件

消防分署からのお願い

し
ら
か
わ
障
が
い
者
就
職

面
接
会
開
催
の
お
知
ら
せ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
の
お
知
ら
せ

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
菊池　　洋 80 千津子 8 / 4 内　川
菊池小太郎 97 勇一 8 / 4 内　川
大串　キミ 93 肇 8 / 12 関　岡
緑川　ヒロ 96 英世 8 / 13 下石井
冨永　ヒテ 91 茂 8 / 15 大　垬
加藤　義宏 42 義直 8 / 17 下石井
安住　磨人 31 正則 8 / 22 戸　塚
佐藤　久子 80 大森忍 8 / 24 内　川
塙　　勝男 91 田中智恵 8 / 24 下関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119
福島県救急電話相談窓口
「＃ 7119」（24 時間対応）

県
民
の
命
を
守
る
「
福
島
県

防
災
ア
プ
リ
」
運
用
中

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
髙信　茉矢 8/8 博匡 ・ 綾 東　館

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター9

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14

● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
● 6か月児・10か月児健康相談
　 保セ（9：30～ 9：45）

●１歳6か月児・3歳児健康診査
　 保セ（12：45～13：10）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21
●敬老会
ユ（10：00～）

●特定健康診査及び女性のがん検診
  　保セ（8：00～ 11：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

22 23 24 25 26 27 28
●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）

●カンガルーくらぶ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 10/1 2 3 4 5
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
● 6か月児・10か月児健康相談
　 保セ（9：30～ 9：45）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『あんやと！ばあちゃん』

「あんやと」は、金沢では「ありがとう」
の意味、おもいやりのことばです。家
族や友だちにいつも「あんやと」と、
ほほえみをたやさないおばあちゃんと
愛情あふれる家族と介護のお話です。
ある日、おばあちゃんは、おかあさん
と一緒に病院に行きます。駐車場から
歩いているとおばあちゃんは、動かな
くなりました。おかあさんが手を引い
ても動きません。すると…おばあちゃ
んの足もとに何か、小さなものを見つ
けました。それは……
紹介文　星雲社／矢祭もったいない図
書館

矢祭町長 佐川 正一郎

▶９月に入りますと 210 日目で、台風の多
いシーズンを迎えます。8 月下旬の台風 10
号では、日本列島各地で大きな災害が出まし
た。被災地の皆様には、お見舞いを申し上げ
ます。９月１日は、防災の日です。大正 12
年に関東大震災が発生した日です。日本は災
害の多い国です。家族で防災について話し合
う事も大切です。また、９月１５日は、敬老
の日です。“ あんやと！ばあちゃん ” をご紹
介します。おばあさんと同居する家族の愛情
溢れるお話です。子ども達の人間形成を育む
一番大切な所は家族や家庭です。家族でおば
あさんを介護する思いやりが読者に伝わりま
す。また、隣人の心ない言葉が自分の家庭を
壊してしまうなど、言葉の暴力も表現してい
ます。感動すると思います。そして、おじい
さん、おばあさんから学ぶことも沢山ありま
す。子ども達と家族で読む必読の絵本です。

作▶小坂直樹 出版社▶星雲社絵▶たかすかずみ 対象▶幼児～




